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住民一人ひとりの支え合いにより、地域の方が安心して暮らせるまちにしていきます
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民生委員・児童委員子育てサロン

「子育てひろば」

地域の民生・児童委員が、絵本・麦茶とおやつを用意して
待っています。
お子さんが楽しく遊べ、保護者同士も楽しく交流がで

きる「みんなが集える場所」です。「気軽に・無理な
く・楽しく・自由に」をテーマにした広場です。

申し込み

不要!

変更･中止の情報は…

「前橋市社協」
HPの「お知ら
せ」に掲載し
ます。

ふれあい の内容に関するご意見や

ご相談をお聞かせください！
右のQRコードを読み込んでメールを送ってください⇒

ベンチから生まれる ふれあいの景色
◇開催予定日 毎月第4月曜日（祝祭日の場合は翌
日）12月は第3月曜日です。
◇会 場 ふじみ老人福祉センター体操室
◇時 間 午前10時～正午
◇参 加 者 市内未就園児とその保護者
◇参 加 費 無料
■問い合わせ 社会福祉協議会

富士見支所
℡288-6113

新しいおもちゃもたくさん増えたよ。

ぜひ、遊びに来てね♪

子育ての相談・情報交換など、お母さん、

お父さん同士の交流の場にもなっています。

ひとり親世帯クリスマス交流会 参加者募集

日時：令和8年12月19日（土）10：00～12：00

会場：富士見公民館 ホール

ひとり親世帯の親子に対するイベントを開催します。今回は、親と子どもは①と②に分かれて過ごします。
また、参加世帯にケンタッキー・フライド・チキンのギフトカードやお菓子をプレゼントします。

参加には、事前申し込みが必要です。下記をよく確認してお申し込みください。

◆対象：富士見地区在住で18歳以下のお子さんがいるひとり親世帯の親子のうち、当日親子で

参加できる方、先着20組

◆申し込み期間：10月1日（木）～11月15日（日）

◆申し込み方法： 右のQRコードを読み込んで、必要事項を入力後送信してください。

※QRコードが読み込めない方は電話で お問い合わせください。

■問い合わせ： 社会福祉協議会富士見支所 (土・日・祝日休み)

富士見町田島866-1 ℡288-6113 fujimitikushakyo@gmail.com

①親を対象に
「教育資金いくらかかる？どう貯める？」をテーマに
ファイナンシャルプランナーのお話を聞いて学びます。

②子どもを対象に
ゲームや小物づくりをしてみんなで
楽しく遊びます。

富士見町原上社協「幸せの黄色いベンチ」 小沢ふれあい町社協「いきいき語らいベンチ」

まちで見かけるベンチ。実は「ただ座る場所」以上の大切な役割があります。

ほっと一息つけるベンチがあることで、ただの道が「人が過ごしたくなる空間」へと変わります。

大きな荷物を持つ方、子育て世代、足腰に不安のある方にとって、適度な休憩スポットは移動

の大きな安心感につながります。さらに、人がベンチに腰かけることで自然な「見守りの目」が

生まれ、地域の防犯にも寄与しています。

原上社協と小沢ふれあい町社協では、こうした安全で温かい地域づくりのためにベンチの設

置を進めています。散歩の途中で見かけたら、ぜひ腰をかけてみてください。あなたのひとや

すみが、地域の安心と小さな交流を生み出します。

し ゃ き ょ う 掲 示 板



未来へつなごう

あなたのまちの「交流・見守り・支え合い」活動
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町社協

交流

見守り 支え合い

町社協とは、「交流・見守り・支え合い」活動に取り組む住民主体

の組織（しくみ）です。住民が互いに支え合い、誰もが安心して暮ら

せる福祉のまちづくりを推進することを目的としています。

「交流」とは、サロンをはじめとする居場所づくりや、挨拶、顔の見

える関係づくりなどです。

「見守り」では、「最近あの人見かけないけど、元気かな」などの気

づきが大切です。小さな変化に気がつくためには、日頃からの顔の

見える関係性が基盤となります。

「支え合い」では、ちょっとした困りごとに対し、できる人ができる範

囲で、できることを考えながら、取り組んでいます。

また、町社協は地域課題への取り組みだけでなく、困りごとを抱え

た人や世帯を関係機関や専門職に「つなぐ」といった役割もあります。

7月21日（火）には、「令和8年度第１回町社協代表者会

議」を開催しました。

8つの町社協代表者の方に出席いただき、町社協同士

の横のつながりづくりや活動の共有の機会となりました。

前橋市地域包括支援センター桂萱の森下氏による「幸せ

のベンチ」についての講話や、富士見町原上社協による

「幸せの黄色いベンチ」の活動実践報告が行われました。

参加された方からは、「ほかの町社協の取り組みを知るこ

とができてよかった」 「今後もこうした情報交換の場を続け

て欲しい」といった声がありました。

地域に「当たり前」にある人と人との温かさを、未来に続

けていくために、「町社協」という仕組みをご活用ください。
↑町社協代表者会議当日の様子

地区社協は、地区住民が支え合って「福祉課題」の解決に取り組み、住みよい地域へし

ていくための活動団体です。地域の皆さんに支えられています。

「福祉課題」とは、誰もが安心して暮らすために、地域や社会全体で解決していくべき生活

上の困りごとや問題のことです。個人の力だけでは解決が難しい「生活のしづらさ」や「生き

づらさ」のことを指します。例えば、近所付き合いが希薄になりがちで、困ったときに隣近所で

助け合える関係が作りづらくなっていることなどがあります。

地区社協は、このような暮らしの不安に寄りそい、「交流・見守り・支えあい」の3つを軸に、

各種事業を実施しています。 事業の主な財源は、住民の皆様からの会費です。事業を通じ

て支援が必要な方々を支え、住民相互の助け合いの輪をつなげています。

事業運営には多くの関係機関、団体やボランティアのご協力をいただいています。

主な実施事業（抜粋）

交流に関する事業

◆ひとり暮らし高齢者交流事業（お買い物ツアー） ◆ひとり親世帯交流事業

◆住民活動レクリエーション用品貸し出し事業

◆ふれあい・いきいきサロンや各種地域福祉団体への助成事業

見守りに関する事業

◆ひとり暮らし高齢者給食事業 ◆友愛訪問事業

支えあい・啓発に関する事業

◆子ども福祉啓発事業（平和学習会の実施） ◆ふれあいのまちづくり研修会の開催

◆障がい者世帯等年末シルバー会員特別派遣事業 ◆広報誌の発行

前橋市社協HP

町社協活動の様

子はこちらから↑

富士見地区社会福祉協議会（地区社協）とは？

お買い物ツアーの様子

ひとり親世帯
クリスマス交流会の様子

給食サービス事業の様子

各自治会で「町社協」という名称でなくても、「交流・見守り・支え合い」活動を推進している町もあり

ます。住んでいる地域の活動や町社協などについて、ご興味のある方は前橋市社会福祉協議会富

士見支所（288-6113）までお問い合わせください。


